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　去
る
１
月
27
日
、東

京
都
Ａ
Ｎ
Ａ
イ
ン
タ
ー

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
東
京
に
お
い
て
、地
域

活
性
化
貢
献
組
合
啓

発
・
普
及
事
業
表
彰
式

が
開
催
さ
れ
、全
国
か

ら
38
の
中
小
企
業
組
合

が
表
彰
さ
れ
た
。

  

こ
の
表
彰
式
は
、地
域

経
済
・
社
会
の
活
性
化

に
果
た
す
中
小
企
業
組

合
の
重
要
な
役
割
に
鑑

み
、全
国
に
存
在
す
る

優
れ
た
事
業
活
動
を
行

う
中
小
企
業
組
合
の
中

か
ら
、特
に
他
の
模
範
と
な
る
組
合
活
動
を
取
り
上
げ
、こ
れ
を
広

く
普
及
す
る
と
と
も
に
永
年
の
真
摯
な
努
力
を
顕
彰
し
、今
後
の

組
織
活
動
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ

た
も
の
で
、本
県
か
ら
は
南
ア
ル
プ
ス
特
産
品
企
業
組
合
・ほ
た
る

み
館（
髙
石
榮
子
理
事
長
）が
表
彰
さ
れ
た
。

　当
該
組
合
は
、地
産
地
消
の
普
及
を
目
的
に
、市
場
に
出
荷
で

き
な
い
農
産
物
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、地
域
農
産
物
の
加
工
販

売（
ジ
ャ
ム
、製
菓
、味
噌
等
）を
中
心
に
、地
元
学
校
給
食
へ
の
食

材
の
提
供
や
、小
・
中
学
、一
般
を
対
象
と
し
た
体
験
学
習
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

　特
に
、組
合
員
の
ほ
と
ん
ど
は
農
業
者
で
あ
り
、生
産
か
ら
始
ま

り
加
工
製
造
し
、自
ら
運
営
す
る
指
定
管
理
者
施
設（
ほ
た
る
み

館
、ま
ち
の
駅
・
く
し
が

た
）で
販
売
を
行
っ
て
い

る
た
め
、そ
れ
ぞ
れ
組
合

員
の
意
識
も
高
く
、販
路

拡
大
に
よ
る
売
上
高
も

年
々
拡
大
し
、地
域
貢
献

も
高
い
こ
と
な
ど
が
受

賞
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ

た
。　な

お
、表
彰
式
に
は
組

合
を
代
表
し
、髙
石
榮
子

理
事
長
、新
津
な
を
志
副

理
事
長
の
２
名
が
参
加

し
表
彰
の
栄
を
受
け
た
。

関ブロ最低賃金審議会委員連絡協議会を開催関ブロ最低賃金審議会委員連絡協議会を開催山梨県中小企業団体中央会山梨県中小企業団体中央会
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合
設
立
2
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迎
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　山
梨
県
歯
科
医
師
協
同
組
合

（
渡
辺
冨
裕
理
事
長
）は
、本
年
で
25

年
目
を
迎
え
た
。山
梨
県
内
に

4
1
0
の
組
合
員
が
お
り
、組
合
事

業
も
毎
年
発
展
・
拡
大
し
て
い
る
。

　昨
年
末
に
は
福
利
厚
生
の
一
環

と
し
て
甲
府
信
用
金
庫
様
と
提
携

ロ
ー
ン
の
締
結
を
行
っ
た
。当
組
合

が
甲
府
信
用
金
庫
様
と
あ
ら
か
じ

め
連
帯
保
証
契
約
を
締
結
す
る
こ

と
で
当
組
合
員
は
担
保
・
保
証
人
を

必
要
と
せ
ず
低
金
利
の
ロ
ー
ン
を
利
用
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。本
年
１
月
12
日
よ
り
組
合
員
に
向
け
発
売
し
た
が
、す
で
に

申
込
は
多
数
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ
か
ら
の
需
要
が
期
待
で
き
る

事
業
で
あ
る
。な
お
現
在
、都
留
信
用
組
合
様
に
も
、郡
内
地
域
の

組
合
員
向
け
に
同
じ
内
容
の
ロ
ー
ン
を
交
渉
中
で
あ
る
。

　ま
た
、現
在
、i
P
a
d
活
用
に
よ
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。こ
れ
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
よ
る

会
議
資
料
作
成
等
の
軽
減
化
、ま
た
、情
報
伝
達
の
高
速
化
や
情

報
の
共
有
化
を
目
的
と
し
て
い
る
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
整

え
な
が
ら
、し
ば
ら
く
は
実
験
的
に
本
会
で
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会

議
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。こ
の
実
験
後
に
は
、組
合
員
の

自
宅
や
診
療
所
で
も
電
子
会
議
が
行
え
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
話

の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
方
向
で
あ
る
。

　ペ
ー
パ
ー
レ
ス
は
レ
セ
プ
ト（
診
療
報
酬
明
細
書
）の
分
野
で
も

進
ん
で
い
る
。平
成
18
年
度
デ
ン
タ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
様
と
共
同
開

発
し
た
e
‐
歯
科
シ
ス
テ
ム
は
、現
在
県
内
60
の
組
合
員
の
診
療

所
で
使
わ
れ
て
い
る
。同
シ
ス
テ
ム
は
、基
本
は
パ
ソ
コ
ン
シ
ス
テ

ム
で
あ
り
、電
子
カ
ル
テ
や
電
子
レ
セ
プ
ト
、会
計
、患
者
管
理
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
診
予
約
等
、歯
科
診
療
に
必
要
な
機
能
が
満
載

で
、し
か
も
低
価
格
で
整
備
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
で
普
及
を

促
し
た
。こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
仕

事
の
効
率
化
・
人
件
費
の
削
減
・
歯

科
診
療
内
容
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
等
、

各
診
療
所
で
成
果
が
出
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。ま
た
、平
成
20
年
4
月

か
ら
は
歯
科
衛
生
専
門
学
校
等
の

後
進
を
育
成
す
る
場
で
正
規
の
授

業
と
し
て
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
。

こ
の
事
業
に
関
し
て
も
、「
将
来
的

な
普
及
が
期
待
で
き
る
」
と
組
合

は
述
べ
て
い
る
。

　中
央
会
は
、２
月

２
日（
水
）甲
府
市

「
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク

甲
府
」
に
て
、平
成

22
年
度
関
東
甲
信
越

静
ブ
ロ
ッ
ク
中
央
会

関
係
最
低
賃
金
審
議

会
委
員
連
絡
協
議
会

を
開
催
し
た
。

　連
絡
協
議
会
に
は
、

関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ

ッ
ク
中
央
会
か
ら
地

方
最
低
賃
金
審
議
会
委
員
ら
が
出
席
し
た
。は
じ
め
に
地
方

最
低
賃
金
審
議
会
委
員
で
山
梨
県
中
央
会
副
会
長
の
矢
澤
雄

兒
氏
よ
り
山
梨
の
産
業
や
観
光
の
紹
介
等
、歓
迎
の
あ
い
さ

つ
が
あ
っ
た
。

　続
い
て
、中
央
最
低
賃
金
審
議
会
委
員
で
全
国
中
央
会
労

働
政
策
部
長
の
小
林
信
氏
よ
り
、「
中
央
最
低
賃
金
審
議
会

報
告
と
最
近
の
労
働
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
あ
り
、中
央

最
低
賃
金
審
議
会
の
審
議
状
況
、最
近
の
労
働
問
題
、主
な
労

働
関
係
法
の
改
正
の
動
き
な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　情
報
交
換
で
は
、各
都
県
に
お
け
る
今
年
度
の
最
低
賃
金

の
審
議
状
況
、最
低
賃
金
の
審
議
に
関
す
る
問
題
点
及
び
課

題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、出
席
者
か
ら
は
中
央

最
低
賃
金
審
議
会
で
議
論
さ
れ
て
い
る
ラ
ン
ク
付
け
の
見
直

し
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望
が
あ
っ
た
。

　ま
た
、同
じ
く
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
委
員
で
株
式
会
社

筑
波
山
江
戸
屋
代
表
取
締
役
の
吉
岡
鞠
子
氏
も
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
と
し
て
出
席
し
、地
方
の
審
議
状
況
や
問
題
点
な
ど
を
把

握
し
て
い
た
。

　今
年
度
の
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
の
審
議
結
果
は
、引
上

げ
額
は
時
間
額
10
円
か
ら
30
円
で
、現
在
の
仕
組
み
と
な
っ
た

平
成
14
年
度
以
降
、最
大
の
引
上
げ
に
な
っ
て
い
る
。

　山
梨
県
の
最
低
賃
金
は
、地
域
別
最
低
賃
金
が
時
間
額
６

８
９
円（
発
効

22
・
10
・
17
）、特

定（
産
業
別
）最

低
賃
金
は
電
子

部
品
・
デ
バ
イ

ス
・
電
子
回
路
、

電
気
機
械
器
具
、

情
報
通
信
機
械

器
具
製
造
業
が

時
間
額
７
８
９

円（
発
効
22
・

12
・
24
）、自
動

車
・
同
附
属
品

製
造
業
が
時
間

額
７
９
８
円

（
発
効
23
・
1
・

5
）と
な
っ
て

い
る
。

今年度の審議状況を発表する出席者

表彰を受ける髙石理事長

会館正面より

あいさつをする矢澤副会長

会場風景

会館西側道路より


